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令和４年度第３回千代田区文化芸術プラン推進委員会 議事録 

 

■日 時：令和４年 11 月 14 日（月）14 時 00 分～16 時 15 分 

■会 場：千代田区役所８階 第３・第４委員会室 

■委 員：委員長 星野 泉 

     委 員 山﨑 鯛介／田中 晴子／新井 巖 

阿部 俊裕（欠席）／マライ・メントライン 

恩田 浩行（地域振興部文化スポーツ担当部長） 

椿 昇／長田 哲征／岡田 勉／服部 浩美 

小林 俊司／新井 美智子／久保田 富三郎 

 

■事務局：地域振興部文化振興課長 加藤 伸昭 

     地域振興部文化振興課文化振興係職員（３名） 

 

 

 

議事次第 

 

１ 開会挨拶 

 

２ 新規委員の紹介 

 

３ 議題 

・千代田区文化芸術プラン(第四次)掲載事業の進捗確認について 

・新ちよだアートスクエア基本構想(たたき台)について 

 

４  その他  

 

【配布資料】 

資料１ 千代田区文化芸術プラン推進委員会 委員名簿 

資料２ 千代田区文化芸術プラン(第四次)掲載事業の進捗確認に係る資料(概要版) 

資料３ 千代田区文化芸術プラン(第四次)掲載事業の進捗確認に係る資料(本編) 

資料４ 新ちよだアートスクエア基本構想(たたき台) 

資料５ 第２回千代田区文化芸術プラン推進委員会における意見反映状況 

資料６ ちよだアートスクエア事業の振り返り及び今後の展開 

(参考資料) 第２回千代田区文化芸術プラン推進委員会 議事録 
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それでは、14時になりましたので令和４年度第３回千代田区文

化芸術プラン推進委員会を開会いたします。 

委員の皆様には大変お忙しい中、ご出席いただき、誠にありが

とうございます。 

本会議の終了時刻は16時頃を予定しておりますので、円滑な進

行にご協力をお願いいたします。 

前回の会議に引き続きまして、本会議においても新ちよだアー

トスクエア基本構想の内容についてご意見を頂戴するため、ちよ

だアートスクエア評議委員会委員の皆様にご出席をいただいてお

ります。 

それでは、初めに本会議の注意事項等を事務局からお願いいた

します。 

 

それでは、文化振興課長の加藤から説明をさせていただきます。 

会議の開催に当たりまして、本会議の公開についてご説明いた

します。 

区の附属機関等の会議につきましては、区の附属機関等の設置

及び運営並びに会議等の公開に関する基準にのっとりまして公開

とさせていただきます。また、会議内容を録音しておりまして、

会議録を公開しますので、ご了承をお願い申し上げます。 

また、本日の委員の出席状況についてご報告いたします。資料

１の名簿をご覧いただければと思います。 

欠席のご連絡をいただいておりますのは、阿部委員でございま

す。また、椿委員と長田委員、岡田委員につきましては、オンラ

インでの出席となります。 

次に、マイクの使い方についてご説明いたします。発言の際は

挙手していただき、委員長に許可を受けてからマイクの右側を押

してください。発言が終わりましたら、もう一度右側のボタンを

押してください。 

最後に、配付資料の確認をさせていただきます。今回も資料が

多くて申し訳ございません。次第の下に配付資料ということで資

料１から６ということで記載しております。 

まず、資料１が委員名簿になります。 

その次、資料２が文化芸術プラン（第４次）掲載事業の進捗確

認に係る資料の概要版ということで、Ａ４の１枚のものになりま

す。 

資料３は、Ａ３の６枚のものになりますが、こちらが文化芸術
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プラン（第４次）掲載事業の進捗確認に係る資料の本編となりま

す。 

続きまして、資料４につきましては新ちよだアートスクエア基

本構想（たたき台）となります。 

次に、資料５としまして、第２回推進委員会における意見の反

映状況となります。 

そして資料６ということで、ちよだアートスクエア事業の振り

返り及び今後の展開となります。 

それと参考資料としまして、前回第２回推進委員会の議事録も

つけさせていただいております。 

お手元にございますでしょうか。ありがとうございます。 

 

続きまして、新たに千代田区文化芸術プラン推進委員会委員に

就任された方の紹介に移らせていただきます。 

本会議において、新ちよだアートスクエア基本構想の内容につ

いてご意見を頂戴するため、メディア、SNSなどに長けた委員を新

たに付け加える必要が生じたということで、千代田区観光協会ア

ンバサダーのマライ・メントラインさんに就任いただくことにな

りました。 

それでは、メントライン委員、自己紹介をお願いいたします。 

 

皆さん、こんにちは。マライ・メントラインと申します。ドイ

ツ人です。私は千代田区観光協会で「Visit Chiyoda」というサイ

トの編集長をやっていまして、こういう感じでパソコンで何とな

くご覧になった方もいるかと思います。このサイトでは、国内外

の方に向けて千代田区の魅力を発信しています。このページはホ

ームページなのですが、それ以外にもインスタグラムにショート

動画をアップしたり、ユーチューブチャンネルに動画をアップし

ています。言語は英語、日本語、中国語、韓国語です。よろしく

お願いいたします。 

 

メントライン委員につきましては、自席に区長から委員に対し

ての委嘱状を置かせていただいていております。本来であれば区

長から委嘱状をお渡しするところですが、他の会議と重なってい

ることから机上配付とさせていただきます。 

 

それでは、議題に移らせていただきます。 
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議題「千代田区文化芸術プラン（第４次）掲載事業の進捗確認

について」、事務局から説明をお願いいたします。 

 

私のほうから、資料２、３につきまして説明をさせていただき

ます。あまりにも資料のボリュームが膨大過ぎて読むのが大変で

すので、簡単にご説明させていただこうと思います。 

まず資料２をご覧ください。 

こちらが第四次千代田区文化芸術プランに記載している掲載事

業となります。重点目標が３点、施策が７点、プロジェクトも13

点という形で、それぞれ事業がぶら下がっておりまして、合計32

点の事業となってございます。この32事業をすべて紹介するのは

時間がかかってしまいますので、私から各施策にひもづいた事業

をそれぞれ簡単に説明させていただければと思います。 

まず資料２と資料３を見ながらご説明を聞いていただければと

思います。 

それでは、資料３の１枚目をご覧ください。 

こちらが重点目標の「保存し伝える」の施策の１番「記憶と暮

らしの再発見と伝承」の箇所です。この中で今回取り上げたいの

は、２番の「まちの記憶保存プレート」になります。 

こちらにつきまして、令和３年の事業実績、表の中央になりま

すが、歴史的な事象や人物等をテーマにしたデザインプレートを

地域の方のエントリーを受け付けて設置しています。昨年度は委

員会を３回開催しまして、審査の件数は３件ありました。うち１

件の設置を検討したところでございます。ここに今後の展望を記

載していますが、この１件の設置を検討した結果、令和４年度中

に１件の設置を予定しております。ちなみに、こちらの設置の予

定箇所は一番町の武者小路実篤のもので、今週設置する予定だと

聞いております。設置済みのプレートにつきましては、詳細の情

報が掲載されたホームページにリンクするＱＲコードを順次貼っ

ていく予定と聞いてございます。 

続きまして、施策の「ちよだの文化遺産の継承・発展」になり

ます。こちらにつきましては５番の「文化財企画展・文化財特別

展」を行っておりまして、令和３年度の事業実績をご覧ください。 

こちらの内容として、昨年度は「紀伊国屋三谷家コレクション

浮世絵をうる・つくる・みる」を実施しました。関連講座としま

して、日比谷図書文化館で日比谷カレッジという講座を３講座、

また浮世絵体験ということでワークショップ、また浮世絵のすり
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の体験コーナー、それから担当学芸員による展示解説を行い、計

62日間で実施したものでございます。どうしてもコロナ禍でござ

いますので、入場者数は伸び悩んだところでございます。今後の

展望としまして、今年度は竹久夢二展を実施予定です。令和５年

度は、関東大震災100年に向けた展示及び桜田門外の変に関する展

示、こちらの２つの特別展を開催予定です。また関東大震災100年

に向けた特別展では、区内の同じような事業との連携を現在、検

討しています。 

それから、その下の８番「区の花さくら再生事業」でございま

す。千代田区は千鳥ヶ淵だけではなくて区内各所に桜の花を咲か

せているところです。今回新たに実施したものということで、令

和３年の事業実績をご覧ください。 

ここの内容の４番に新規と書いておりますが、さくら基金を平

成17年度から千代田区は立ち上げているのですが、さくらまつり

が２か年にわたってコロナ禍で開催できなかったことから、寄附

金を募ることができなかったことを受けまして、さくら基金クラ

ウドファンディングを立ち上げました。今回、クラウドファンデ

ィングで1,000万円の目標金額のところ、1,289万7,660円という寄

附金を約1,000名の方々から頂いたところでございます。右側の今

後の展望のところですが、今後もこの基金を活用した桜の維持再

生に取り組むほか、サポーターによる活動、また情報共有のため

の会などの事業を展開していこうと考えております。また第２回

のクラウドファンディングも検討しまして、資金の確保に努めて

いきたいという担当課のお話でございます。 

では、続きまして「文化芸術が身近に親しめるまちづくり」に

移りたいと思います。11番の「昼休みコンサート」の説明をさせ

ていただきます。 

こちらは昼休みの時間帯に区役所１階の区民ホールでミニコン

サートを実施するというものです。コロナ前までは季節ごとに計

４回楽しんでいただくという形で実施していましたが、令和３年

度は年度中に１回に縮小したところです。区民ホールに席を100席

ほど用意しまして、立ち見の方を含めると定員200名程度で実施す

る事業でございます。大変好評な事業で、今年は８月25日に実施

しまして、今度は下半期にもう一度開催を予定しています。 

それでは、４ページに移ります。「区民文化活動の活性化」のう

ち15番の「文化事業助成」を説明します。 

この事業では、区内で活動する文化団体が自主的・自発的に実
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施する事業に対して助成金を交付しております。助成団体は令和

３年度は11団体、助成金額は総額で1356万1000円を補助しており

ます。この事業は、平成30年度から補助の割合と補助の限度額を

大幅に拡充しています。限度額はもともと50万円のところを200万

円まで上げまして、補助割合につきましても会場費を除いた自己

負担の５分の４、また会場費につきましては10分の９を補助する

形で、合計金額を先ほど言った上限200万円にしました。また、令

和２年度から事業の実施対象期間を拡充しております。今後につ

きましてもこの事業を維持しまして、区内の文化芸術活動の活発

化につなげていきたいと思っております。 

次に、５ページに移ります。施策５番「ちよだの魅力の共有と

発信」のうち20番の「障害者アート世界展2020」をご紹介します。 

昨年度、ポコラート世界展「偶然と、必然と、」という事業を実

施しました。およそ20か国程度の障害者アーティスト等の作品を

集めまして実施したものです。やはりこの事業もオリンピック・

パラリンピック大会の時期あたりで、コロナ禍でございまして、

入場者数は頑張ったところだとは思いますが2,704名となってご

ざいます。今後の展望ということで、この事業はオリパラに併せ

て実施した事業で、一年限りのものでしたので、令和４年度以降

は実施しません。引き続き障害の有無にかかわらず文化芸術に親

しむことができる障害者アート支援事業、これは後ほど28番に記

載してございますが、そちらを実施していきます。 

その下の22番「外国人等の観光客への情報発信」について説明

させていただきます。 

こちらの事業は、千代田区観光協会のウェブサイトの姉妹版と

いうことで、外国人向けのSNS、ブログの運営、また外国人による

外国人向けの観光体験レポートなどを実施しております。また、

ムスリム対応ということで、ムスリムマップもウェブサイトに掲

載しております。令和３年度につきましては、インバウンドが一

時的に減少していますが、渡航が可能になったときに千代田区に

行ってみたいと感じてもらえるような事業を実施しているところ

でございます。今後の展望としては、新型コロナウイルスの状況

が落ち着き、インバウンドが徐々に回復を見せているところもあ

りますので、コンテンツを充実させていきたいところでございま

す。 

６ページに移らせていただきます。施策６番「次世代を担う子

供・若者の創造力育成」でございます。このうち24番の「伝統文
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化を理解する教育」の説明をさせていただきます。 

この事業では、主に小中学校、また幼稚園も含めて様々な活動

を実施しています。令和３年度の事業実績ですが、和楽器、主に

和太鼓の実技指導を昌平幼稚園、いずみこども園、また各小中学

校で実施しています。また、書道や華道などの作法についての講

座を実施しています。それから、本来であれば雅楽教室も実施す

る予定でしたが、コロナの関係で中止しているところです。今後

についてですが、こちらについてもコロナの影響がない限りは実

施していく予定でございます。 

次に、その下の26番「アーティスト・イン・レジデンス」につ

いて説明させていただきます。 

令和３年度の事業実績をご覧ください。「かえっこバザールin千

代田×アーティスト・イン・レジデンス」ということで、遊ばな

くなったおもちゃをポイントに換えて、かえっこ、交換して遊ぶ

「かえっこバザール」を実施しております。また、そこでアーテ

ィストがワークショップを開催して、「アーティスト・イン・レジ

デンス」という形で実施しています。この事業を全９回の日程で

実施しました。また、コロナ対策ということで、事前予約制で実

施しまして、全日程を何とかやり切りました。ただし、参加率と

しては３分の２程度のお客さんしか残念ながらお越しにならなか

ったというところでございます。今後の展望ですが、実施場所に

つきましては、後ほどご説明する新ちよだアートスクエア基本構

想のところでご説明しますが、ちよだアートスクエアだけではな

く、他の場所での実施も考えていきたいと思います。またグルー

プワークなど、コミュニケーションが図れるような工夫をして実

施していきたいと思っています。 

続きまして、７ページをご覧ください。最後ですが、施策７番

「文化芸術を創り、担う人の育成」ということで、先ほどちょっ

とご説明した28番の「障害者アート支援事業」となります。 

昨年度につきましては、障害者アート世界展を実施しましたの

で、令和３年度は実施しなかったのですが、今年度は現在実施し

ており、来年度以降についてもどういった形で実施するのかにつ

いて、検討しながら実施を図ってまいりたいと思います。 

その下に移りますが、31番「文化観光ガイドボランティアの養

成」でございます。 

こちらも千代田区観光協会がやっているものですが、観光ガイ

ドの育成ということで、育成講座をオンラインで全７回実施し、
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トータル最後まで終わった方、修了の方が26名、また観光ボラン

ティア団体との連携ということで観光ガイド連絡会を２回開催し

ました。また、オンラインツアーを企画して実施を図っていると

ころでございます。今後の展望については、先ほど申し上げた26

名の修了者に対し、新たに中級向けの講座を開設しまして認定ガ

イドのデビューを目指していく、また観光団体との連携を図りな

がらツアーなどを企画造成し、ガイドを活用したツアー事業を検

討しているところでございます。 

大変長くなりましたが、私からの説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

この件につきまして、ご意見・ご質問はございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。あまりにも膨大な内容ですので、また検

討いただいて、次回あたりにも少し出していただいたらありがた

いかと思います。 

それでは、次の議題、今日はこれがメインになりますが、「新ち

よだアートスクエア基本構想（たたき台）について」ということ

で、事務局から説明をお願いいたします。 

 

それでは、私から資料４、５、６を説明させていただきます。 

まず、順番が逆なのですが、資料６を用いて現在の段階につい

てご説明をさせていただければと思います。 

ちよだアートスクエア事業の振り返り及び今後の展開というこ

とで、現在の我々のいる場所はどこにあるかといったところをご

説明させていただきます。 

一番上でございますが、平成18年度からこの事業は構想の提言

を受け、区長に答申を受け、実施計画書を作成しました。その後、

これに基づきまして、第１期は暫定活用ということで平成21年10

月から平成27年１月末までの期間で運営しました。運営事業者の

募集・選定につきましては７団体から応募がありまして、業者を

決定しまして、平成22年６月からオープンとなり、その後、第１

期の評価をしまして第２期に生かしていくという形になって、第

２期に移ってまいります。 

第２期につきましても、暫定活用で、期間は平成27年２月から

令和５年３月31日、来年３月31日まででございます。２団体から

の応募があり、事業者を決定しまして、事業展開を実施していま

す。 
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その後、再度評価をし、今後は暫定活用ではなく、ちよだアー

トスクエアの拠点施設として旧練成中学校を活用していくという

方向性になりました。 

現在の段階は、新基本構想の策定、令和４年度のところになり

ます。今年度は、ちよだアートスクエアの拠点施設として旧練成

中学校を活用するに当たり、これまでの成果・課題を踏まえて今

後の運営方法、整備内容、取組の方向性などを示した新ちよだア

ートスクエア基本構想を策定したいと考えております。その内容

でございますが、ソフト面では活動内容としてどういうふうなも

のを想定するか、ハード面として活動を支えるためどのような設

備が必要かを、基本構想の中で考えて策定したいと思っています。 

令和５年度には、第３期に向けて、運営事業者募集のための要

項を作成し、募集・選定を行っていきます。それと並行して、旧

練成中学校の施設の現状調査・設計を令和５～６年度に実施した

いと思っております。それ後に、大規模改修工事を実施していく

というようなスケジュール感で考えてございます。 

それでは、資料４についてご説明させていただきます。 

資料５につきましては、前回の会議で出た意見の反映状況です

ので、これと併せて記載内容を見ていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

まず、資料４の目次をご覧ください。前回の第２回推進委員会

においては、第１章、第２章の内容をご検討いただきました。今

回は第３章を足した形になってございます。第３章「ちよだアー

トスクエアの今後のあり方について」を現在、作成中という形で

記載させていただいています。 

それでは、記載内容に入っていきたいと思います。 

まず、第１章と第２章の修正したページについてご説明させて

いただきます。 

まず追加したのが３ページになります。これは参考１、現在の

アーツ千代田3331の施設状況ということで、様々な活動をしてい

ただいているのですが、その施設の主な機能について説明を加え

ております。これを加えた理由は、どういう機能が入っているの

か聞かれることが多いので、加えさせていただきました。 

続きまして、９ページ、10ページをお開きください。９ページ

の参考２、アーツ千代田 3331における事業実績ということで、総

事業回数が、前回のちよだアートスクエア評議委員会における数

字と齟齬がありましたので、そこを精査した結果、8,334回が正し
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いということで、こちらを修正しております。 

続いて、資料10ページになります。こちらは参考３、区の収支

実績ということで、前回は、運営事業者との間の収支実績と書か

せていただいたのですが、よくよく考えて区の収支実績だけに修

正してございます。収入については、区が旧練成中学校を貸し付

けておりますので、その収入を頂いています。支出については、

維持費の支出ということで、区民会議室や体育館を使っておりま

すので、そういったものの光熱水費、それから修繕料を区が支出

しております。また事業費の支出ですが、先ほど申し上げた障害

者アート支援事業、またアーティスト・イン・レジデンスの事業

費が入っております。令和３年度の金額を見ていただくとよく分

かるのですが、障害者アート世界展の支出の金額となっています。

それから、補助金等の支出として、平成22年度に約4000万、令和

２年度に約850万の支出をしてございます。補助金等の支出につき

ましては、施設の整備補助金ということで平成21年度に１億6000

万程度支出していまして、トータル２億円の補助金の支出をした

ものでございます。これは施設整備のための補助金でございます。

それから、令和２年度の約850万ですが、こちらはコロナの影響に

よる損失補填を区で行ったものでございます。トータルの収入総

計は表の一番下、収入総計が（Ａ）ということで１億6600万余の

金額、支出は２億9200万余の金額です。これを差し引きますと、

12年間で１億2500万ほど支出しているということになりますが、

12で割りますと年間1000万程度の支出で様々な事業を展開してい

ただくという形になります。 

修正箇所は続きまして20ページまで飛びます。20ページの「多

目的スペース（体育館）」のところに、地域の子供達の遊び場にす

るなどの活用も考えられるということで、前回少しそういったご

議論もありましたので、こちらの文書を追記させていただいてお

ります。 

それから、その下の「音楽・動画配信スペース」でございます。

子供から高齢者まで日常的に音楽を楽しむということについては

前回にも議論いただきました。また、スタジオ機能に併せてSNSな

どの動画配信も可能となるよう検討します。それから音楽のとこ

ろでは様々、多世代交流ができるような機能を持たせたいといっ

たご意見もいただきましたので、そのようにこちらは記載させて

いただいております。 

続きまして、今回皆さんからご意見を賜りたいのが第３章、21
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ページ以降になります。こちらについては現在、対応すべき課題

ということで５点上げさせていただいております。 

「（１）施設の老朽化・機能改善」「（２）運営方法」「（３）展開

する事業・プログラム」「（４）評価の方法」「（５）区民参画」と

いったところが課題だと考えております。 

それにつきましては、まず22ページの「２ 施設・設備の改修

工事にあたって」をご覧ください。今後も文化芸術拠点施設とし

て役割を果たしていただくだけでなく、地域の避難所としての役

割も持っておりますので、そういったところを配慮しまして現地

調査の結果を踏まえ、工事を実施していきたいと思っております。 

この中で一番大きいと思っておりますのが「②施設インフラの

整備」でございます。避難所となる体育館ですが、現在、空調が

使えず、空調を使うためには電気の容量を増やさなければならな

いことが分かってございます。ですので②番の受電設備（キュー

ビクル）をまず増設します。それから、空調設備、給排水設備に

ついては今まで改修していませんので、そちらの改修も併せ実施

していきたいというところでございます。それ以外も様々工事は

あるのですが、一番大きな理由はここになってございます。 

それから、バリアフリーです。トイレはまだ和式のものが残っ

ておりますので、洋式化したり、多機能トイレを設置したいと思

っております。 

それから、近隣への防音対策や、オンラインイベントなどを実

施するための設備・機能を導入することも考えております。 

⑥として改修工事に際し残していきたいと考えているのが、区

民会議室などの活用など、旧練成中学校の面影や施設南面を玄関

口とした練成公園との一体性についてでございます。 

それでは、23ページ、24ページの「３ 運営方法」でございま

す。ちよだアートスクエアは現在、民設民営で運営を行っており

ます。こちらにつきまして、他の運営方法のメリット・デメリッ

トを精査して、今後どうするかを検討していきたいというもので

ございます。 

「（１）現在の事業者の運営の評価」ということで、よい点、悪

い点いろいろ書かせていただいておりますが、これを踏まえてそ

の下「（２）運営方法の整理」ということで、直営（業務委託）、

指定管理、民設民営、それぞれメリット・デメリットを整理させ

ていただきました。 

これを踏まえてちよだアートスクエアの運営に一番適した方法
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は何であるかというのを、今回①～⑤の５つの観点で検討しまし

た。 

まず一番大事だと考えているのが「①事業展開の自由度」とい

うことで、文章としてはその下にいろいろと書いてございます。

こちらにつきましては、直営、また指定管理でやるにあたっては、

文化芸術事業を実施するのにはどうしても協定内容や仕様書など

に縛られてくるところがございます。また、事業をするに当たっ

て予算の自由度、改修するときの自由度にも制限があります。一

方、民設民営の場合は、区の財政に頼らない独立採算を前提とし

た運営で自由に事業を展開できるということで、事業者の自主性

や創造性が十分に尊重され、自由な発想による活動を行うことが

できます。文化芸術活動は、既存の方法論や価値観に基づかない

ものもあり、また時として市場原理や経済効率に反することもあ

るため、自由度の高い運営方法が求められることを考えて、こう

いった記載をしております。 

次に、区の財政負担の観点からの検討ということで、直営、ま

た指定管理の場合は、区は事業者に委託料や指定管理料を支払う

必要がございます。これまでちよだアートスクエアで行われた規

模の事業を指定管理者等に行わせる場合、区の財政負担はかなり

増加するであろうことが想定されます。また、公の施設である建

物全体で事業者が収益事業を行うことは、どうしても公の施設に

なりますと制限がかかるので、財源、収入源の確保が課題となり

ます。一方、民設民営の場合、区は協定書に基づいて施設・設備

の修繕費用を一部負担しますが、土地・建物の貸付料を収入とし

て得ることができます。また、施設の一部についても文化芸術活

動を行う団体に転貸可能とすることで、事業者は貸館収入に加え、

転貸賃料収入を得ることができ、両方の収入を軸に独立採算で自

主性の高い運営ができます。これは千代田区という都心区だから

こそできることであり、区として最小限の財政負担で文化芸術拠

点施設を設置することができると考えてございます。 

その次の「③専門性」や「④公共性・公益性」「⑤安定性」の観

点は、これはこれで重要でございますが、指定管理者や民設民営

に比べ、直営のほうが区の予算に基づいて安定した運営が可能に

なるといったところでございます。ただし、どうしても仕様書ど

おりにしか業務を行うことができず、自由に事業展開できない可

能性がある、と記載してございます。 

結論としますと、25ページの上のほうですが、ちよだアートス
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クエアの運営に一番適した方法を検討した結果、今後も引き続き

民設民営で運営を行っていきたいと思ってございます。なお、公

共性・公益性、安定性を確保するため、運営する事業内容と経営

状況を区が把握する仕組みを導入したいと思ってございます。 

続きまして、「（４）運営事業者の選定」でございます。こちら

につきましては、様々ご意見を頂戴しているところでございます

が、ちよだアートスクエアにおいて強い特色を打ち出し、人々を

引きつける魅力ある場所とするため、方針の一貫性が重要であり、

設置目的・基本方針等に基づいて公募により選定された事業者が

ちよだアートスクエアに含まれる機能を一括して運営、また取り

まとめを行ってもらいたいと考えております。 

契約期間につきましては、現在、区で行っているのがこことも

う一つの施設しか民設民営はございませんので、参考にさせてい

ただいたのは指定管理者のガイドラインの指定期間の考え方でご

ざいます。下の四角い枠をご覧ください。①ということで、施設

の維持管理が中心になるところは５年間。また②の人的サービス、

また事業の企画・運営を中心とするところも５年間。③というこ

とで、ここは介護施設・福祉施設が主なのですが、運営するとき

に区民と指定管理者さんとの関係が非常に密接で、信頼関係が重

要視されるところについては10年間。④としまして、この業者も

そうですが、PFI方式で整備運営するところはPFI事業の期間とな

ってございます。この上記の基準を参考にし、従前も５年間とい

ったところもありまして、契約期間は５年間で、契約期間ごとに

事業者を公募により選定していきたいと思ってございます。 

次の26ページの上の表をご覧ください。参考としまして、特別

区内における廃校を活用した事例と運営方法をこの表のとおりま

とめてみました。新宿区さんは３校活用しておりまして、10年、

５年、10年という形で実施をそれぞれされています。まず、芸能

花伝舎さんはもともと新宿区内に事務所があって、様々検討した

結果、10年でやっていらっしゃいます。その後、四谷ひろばさん、

これはおもちゃ美術館が入っているところですが、５年間で運営

しております。吉本さんについても10年間。世田谷区の世田谷も

のづくり学校について、現在は閉館中ということですが、こちら

も５年間でございます。豊島区さんの生涯学習施設ですが、ここ

は区の財団法人が運営しているということで、１年更新で契約し

ているようです。それから、指定管理ということで港区さんは保

育園を10年間貸出していますが、これは認可の保育園は10年以上
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やらなければいけないといったところでの10年間となっておりま

す。台東区さんにつきましては、デザイナーズビレッジは一部の

み委託をして、歳入の受入れだけを区がやっていると聞いてござ

います。 

それから、「（５）使用エリア他利用条件」ということで、こち

らにつきましては今のところこのように考えてございます。旧練

成中学校記念室兼区民会議室ですが、こちらについては、区との

共用管理と考えております。また、多目的スペース（体育館）に

つきましても現在、スポーツ開放などで貸出しをしておりますの

で、現状のとおり区との共用管理と考えております。また、区の

避難所という側面もありますので、そういったものにつきまして

も防災備蓄倉庫については区との共用管理と考えております。 

では、27ページをご覧ください。こちらのイメージ図でござい

ますが、真ん中に運営事業者がありまして、上に区があります。

区と協定書を交わして区に賃料を頂いて、区も様々な支援をして

いきます。右上にありますちよだアートスクエア評議委員会で区

から委員に委嘱をしまして、運営事業者には評議委員会に事業報

告や事業計画などを報告していただきたいと思っております。そ

れから、右下に区民がいますが、事業者がプログラムを提供して、

それに参加したり、様々な施設を利用していただきます。事業者

とそれぞれの機能につきましては、転貸収入ということで使用料

を支払ったり、光熱費を払って、それを取りまとめるのが事業者

となります。また、事業者がビル管理委託や光熱費の支払いをま

とめてお支払いするという形のイメージ図で考えております。 

続きまして、28ページの「４ 展開する事業・プログラム」に

なります。こちらの事業の方向性につきましては第四次文化芸術

プランから抜き出した①②になります。①としまして、区民が文

化芸術を身近に感じ、また多様な文化芸術に親しむことができる

鑑賞の機会を充実するほか、国内外においても文化芸術拠点とし

ての役割を果たしていただきたいと思っております。②としまし

て、次世代を担う子供・若者の創造力の育成や文化芸術をつくり、

担う人の育成の拠点、また質の高い文化芸術に触れる機会の提供、

また障害の有無にかかわらず創作・表現する人々を支援し、新た

な芸術家・作家の発掘・発信、区民参画の推進に取り組むといっ

た、この２つを大きな役割にしまして、発表活動、交流活動、そ

れから29ページの育成活動、教育普及活動、広報活動、コロナ下

における活動、また隣接する区立練成公園との一体的な利用につ
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いて様々事業展開をしていきたいと思ってございます。 

何度も恐縮ですが、コロナ下における活動といったところで、

デジタルコンテンツの充実であったり、ウェブサイトでの鑑賞の

機会の提供について記載させていただいているほか、高齢者でも

デジタルコンテンツが享受できるよう、デジタル活用支援講座等

を実施しますという形の、前回も議論いただいたところについて

は追記をさせていただいております。 

続きまして、「５ 事業者の評価」になります。30ページになり

ます。基本的な考え方ですが、ちよだアートスクエアの運営にお

いて事業者が実施する事業の内容、また経営状況等を区が定期的

に評価して、運営の改善につなげていきたいと思っております。

評価に当たりましては、稼働率、集客数など、経済性・効率性だ

けでなく、設置目的や基本方針等に沿った成果を生み出している

かといったところも重視して、中長期的な視点に立った評価を実

施したいと思っております。 

「（２）評価にあたっての視点」でございます。こちらにつきま

しては、今まで事業成果、利用者サービスについて様々ご報告を

いただいているところです。それに付け加えまして、適正な管理

運営や収支実績につきましても、今後は評価していくということ

で加えております。 

それから、評価方法については自己評価や評議委員の方々から

の意見・提案を基にした評価としまして、③の評価の活用という

ことで、その結果に基づいて必要な助言・指導を行いまして、さ

らなる改善を促すほか、業務要求水準などの見直しを行う際に活

用していきたいと思います。なお、民設民営の利点である自主性・

自立性を損なわないように配慮したいと考えております。 

続きまして、「６ 区民参画」になります。31ページになります。

ちよだアートスクエアは区の文化芸術拠点施設として区民の興

味・関心に合わせて様々なプログラムの実施や情報発信、また運

営全般に関わることができる体制を整えていく必要があるという

ことで、例示としましてこのような感じで５点程度記載をしてお

ります。特に講座やワークショップなどの体験型事業ということ

で、子供達を中心にこういったことをやっていただければ一番い

いのかなと思ってございます。 

続きまして、32ページ、「７ 今後のスケジュール（予定）」で

ございます。現在、旧練成中学校をちよだアートスクエアの拠点

施設として活用するため、老朽化に伴う改修工事を以下のとおり
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実施したいと思っております。まず本年度、令和４年度につきま

しては基本構想を策定しまして、来年の３月31日には一時閉館と

なります。令和５年度につきましては、次期事業者の選定をしつ

つ、施設内の調査、また設計を行いまして、令和７年度から工事

を開始したいと思います。工事が終わりましたらば、次期事業者

による運営開始と考えております。 

その下の補足事項でございます。ちよだアートスクエアは第四

次文化芸術プランにおいて文化芸術拠点施設として位置づけられ

ていることから、調査・設計、改修工事期間も下記のとおり事業

を継続したいと思っております。 

①調査・設計期間中の事業展開ですが、旧練成中学校の使用で

きる箇所を活用して、プランの中で主な取組として示しておりま

すアーティスト・イン・レジデンスや障害者アート支援事業、そ

のほかの事業についても実施していきたいと思っております。空

いているところはもったいないので活動場所として活用を図って

いきたいと思います。 

それから、②改修工事期間中の事業展開ということで、工事期

間は前回の議論の中で工事をしながら一部を使えないかというお

話もありました。ただ、工事内容が配管を取り外していくといっ

たところ、どうしても各部屋にも空調用とか給排水用の配管が入

っておりますのでなかなか難しいところがありまして、代替施設

での事業実施やオンラインによる事業を検討したいと思ってござ

います。 

大変長くなりましたが、資料４、５、６の説明は以上です。よ

ろしくお願いいたします。 

 

資料４、５、６、特に４の新ちよだアートスクエア基本構想に

ついてですが、何かご意見・ご質問等はございますでしょうか。 

 

25ページの指定管理者ガイドラインを参考に契約期間を５年と

すると謳ってありますけれども、前回も私から５年は短過ぎると

申し上げたと思います。理由は、参考とする施設の使い方がちよ

だアートスクエアの使い方とはちょっと異なるのではないかと。

最低10年間くらいというのは以前にも意見として述べさせていた

だきました。大体今までのアーツ千代田 3331が事業を展開してい

るのは、数年前から、この展示をしようとかこのプロジェクトを

やろうとすると２～３年かかってしまうのです。契約開始して、
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例えば３年目にこれから企画してそのプロジェクトなり展示会を

やるといったときに、その２年間でできないと契約が終わってし

まう。そうすると、この展示は無理だよねという話になってその

企画をやめてしまったら、実際アートスクエアの方針から少しず

れてしまって、事業が縮小していく、本来やるべき、やりたい事

業ができないというようなことで５年は短いと思います。26ペー

ジにいろいろな他区の施設の中で契約期間が10年というものがあ

るのですけれども、それならどうしたらいいのかというのです。

ただ素人考えで、例えば10年間の契約期間のうちに３年ごとに見

直す。他の事業のところでも見直していく、評価していくという

項目がありましたね。その中で３年ごとに評価と企画案をチェッ

クしていく、７年目ぐらいにそれがアートスクエアとしての活動

からかけ離れたり、運営の仕方が違うとかいったところを評価を

して、３年ごとに評価している間に７年目で評価を発表するなり、

運営会社に言うなりして、おたくは３年ごとの評価でちょっと難

しいから、３年後の10年目には違う業者をまた公募選定しますよ

とか、逆にとてもよくやっているのでこの活動を引き続き続けて

もらえないかというような考え方で契約期間を延ばすことはでき

ないのかなという疑問を持っているので、一言述べさせていただ

きました。 

 

そういったやり方もあろうかと思います。やり方は本当に正直

区として民設民営の事業者をどう評価するのかはあまり実施例が

ないので、今までと変わらないスキームでやるといったことを前

提に記載させていただいています。どういうふうにやっていくの

か、どういうやり方がいいのか、例えばまさしく今回はたたき台

ですので、たたいていただいて一番いい方法を選択できればなと

思ってございます。 

ちなみに、先ほど言われた様々な企画の期間があってというお

話をいただいておりますが、例えば上の千代田図書館や日比谷図

書文化館は指定管理者なのですが、様々な企画展を実施してござ

います。図書館もここに書いてあるとおり５年に１回再度公募を

行って、プロポーザルの中で５年間どういう企画をやるのかが１

つ、その５年間の中でどういうふうに予算を立ててやっていくの

か、予算計画も立てていただきながら実施しているところもござ

います。今、様々な施設でこういったことが５年間でできている

ではないかというのもまた一方で事実ですので、どういうふうな
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やり方がいいのかについてもちろん検討はさせていただきます

が、そういう状況、事情もあることだけご理解いただければなと

思います。 

 

理解はしているつもりです。５年でやってしまうと、こういう

企画はちょっと無理だよねという話になってしまうと、どうして

もアート活動はできない。５年単位でものを考えていくと、例え

ば４年目くらいの１年間は何もできないよねという感じになりか

ねないのではないかなと考えていまして、だったら評価をちゃん

として、おたくは駄目ですよと。例えばコマンドＡさんの場合は

５年でやって、一応見直して、いろいろな社会状況もあってのこ

となのですけれども、それで延びて５年やっているわけで、ある

意味では可能なのかなと理解できなくもないので、その辺は最低

でも７年ぐらいというのは気持ちとして持っていますので、今後

の検討の中にそういう期間も組み込んでいただければということ

でございます。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。 

久保田委員、お願いします。 

 

私は旧練成中学校の同窓会の者です。今の校舎を多少改修した

ときに、学校の面影をかなり残したものをつくっていただいて、

我々はあまりそう思っていなかったのですが、学校関係者、先生

方、我々の恩師の方々が見ると、やはり自分たちが勤めていた学

び舎というものに対して何かしらの面影が残っていることは気持

ちの上ですごく大きな、大切なことだと感じたとのことでした。

実は、あの校舎は私たちが学んだ校舎ではないのですが、同窓会

としましても、いろいろな学校もあるのだと思う気持ちが大きい

ものですから、そういうものを今度の改修に当たって、今のこの

スケジュールで見ますと、５年度に次期の事業者を設定する、そ

れから設計・改修工事が始まるまで期間がかなりありますので、

もし業者が決まった場合に、その業者の方の意見といいますか、

考え方を改修のいろいろなところに取り入れてくださるように配

慮していただければと思います。全面的に全部取っ払って新しい

ものにするということが必ずしもいいとは思わないためです。地

域の者にとってもやはり学校はいろいろ心のよりどころでありま

すし、コミュニティの拠点だと私は思っておりますので、今の子
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供達も将来周りにこういう施設があって、そこからアーティスト

の方を学校に派遣していただいて、いろいろな事業を展開してい

くとすごくいいなと。ですから、練成中学校のアートスクエアだ

けではなくて、各学校にいろいろな意味でアートのこういう文化

施設、いろいろな事業を展開して、その地域の住民の皆様とか保

護者の皆様方が参加できるような事業を提供していただければい

いなと思います。そのためには、結局は役所で企画してやって、

学校で企画してやると、いろいろな制約をどうしても考えてしま

いまして、一般に開放するということは学校はなかなか難しいこ

とだとは思うのですが、それでも子供達のためにいろいろな事業

を展開していただければうれしいなと思っております。 

私の個人ごとで申し訳ないですけれども、練成のすぐ近所の昌

平小学校というところで、地域寄席をやっています。そうすると

周りの地域のお年寄りの方々なんかもそういう演芸、僕は寄席の

演芸とか落語とかはちっともアートだとは思ってはいないのです

が。ただの楽しみでいいのですけれども、学校寄席も頼まれて何

度か学校でやったことがあるのです。それがどれだけ役立つかと

いうと、あまり役立たないとは思うのですが、そういうものが都

心のところにあるという、息づいている文化を子供達にぜひ知ら

せてあげたいなと常々思っておりますので、ぜひいろいろなこと

を考慮してやっていただければありがたいなと思います。 

それから、今、音楽関係のスタジオとかそういうものを望む需

要がたくさんあります。今、昌平小学校にはかなりの部分に貸出

しをして、やってくれる団体のための音楽祭なども開催しており

ます。いろいろ経費の問題とかありますけれども、ぜひ今度の改

修に関してある意味防音設備のあるようなスタジオみたいなもの

を造っていただければと思います。今、ちょっと頭に浮かんでい

るのは、実は練成中学校の地下には相当大きな昔の暖房施設のボ

イラー室、機械室があるのです。ああいった場所を活用したらで

きるのではないかなと考えておりますので、ぜひとも考慮してい

ただきたいです。 

別件なのですが、このマイクはすごくいいですね。実は私はす

ごく耳が悪いので補聴器を入れているのですが、こういう会議室

でやると、反響してしまってほとんど聞こえないのですよ。今日

はすごく聞きやすい。こういうものは高いのでしょうけれども、

学校の音響施設はどこでもみんな悪いので、音楽関係でやると全

然駄目なので、お金もかかることでしょうけれども、何とかそう
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いうことも考慮していただければと思っています。ありがとうご

ざいます。 

 

私も今、久保田委員がおっしゃっていた学校というものがすご

く大事だなと思っていて、外国人から見ても、今まで学校として

使われていた建物を全く別なものとして、でも学校の面影を残し

つつ使うというのは非常にユニークですてきだなと思います。確

かに日本には他にもそういうところはあるのですけれども、東京

のど真ん中に、例えば秋葉原の近くだったり、そういうロケーシ

ョンがとても魅力的なのです。 

私は海外への発信を担当していて、アーツ千代田 3331は何度も

取材しているのですけれども、紹介の仕方で毎回悩むのが、海外

の人にとってはちょっと使いにくいというか、使いづらい部分が

あったりするのです。観光客にみんな来てもらうというのは本末

転倒でちょっと違うとは思うのですけれども、ただ千代田区には

私のように外国人もたくさんいるので、使い方だったり、ユニバ

ーサルデザインとかそういうものもここには入っているのですけ

れども、日本語がまだ私ほど話せない人もたくさんいるので、ぜ

ひそういう人が使えるようにしていただければなと思います。今

ではもちろんサイネージで日本語、英語はあったりはするのです

けれども、大体そういうもので終わったりして、何かの展示会が

あったときに、急に説明がオール日本語になったりするのがあっ

て、見ればおもしろいのに結局何が書いてあるのかなという問題

が生じます。今だと自分のスマートフォンで翻訳機能を使ってと

かはできると思うのですけれども、英語かやさしい日本語、そこ

は子供達もすごくありがたいと思うので、そういうようなところ

が入っていればいいなと思います。今後運営される業者もそこら

辺を意識していただけるのかなという期待を持っているので、そ

こはこだわりポイントですかね。 

 

ありがとうございました。コメントもしたいのですが、その前

に長田委員がご意見があるということで、お願いいたします。 

 

よろしくお願いします。 

一番最初発言された方、ちょっとビデオが静止画になってしま

って、どなたが発言されたのか分からないのですけれども、私も

指定管理の５年というのが気になっています。大前提として選ば
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れた事業者が順当に運営できる環境を整えてあげる、これはその

ための委員会だと思いますけれども、環境をきちんと整えてあげ

て、施設を安定的に運営できる状況をつくってあげるのが最終的

に地域へのメリットにつながったり、区民の方たちにとってもメ

リットになると思っているのです。そういう観点でいえば、運営

者が安定的に運営できる状況を整えてあげることが非常に重要だ

なと。常に民設民営の場合の契約年限はどの市区町村を見ても議

論になるのですが、大体皆さん指定管理の契約を参照されること

が多いです。ただし、指定管理は基本的に行政が民間企業にお金

を払って、建物の運営を全て任せる。その場合には什器とか建物

の中の内装とか全て終わっている状況だと思うのです。ただ、一

方で民設民営はそういうものが終わっていない、自分たちで投資

しなければいけない。お金を自分たちで持ち出さなければいけな

いのに、契約年限が指定管理と同じ５年というのは不公平だなと

ちょっと思っています。そのため、５年なのか７年なのか、10年

までいかなくてもその年限をきちんと決めてあげる、考えてあげ

るのが非常に重要かなと思っています。 

あとは非常に重要なのが賃料設定です。同時に、今、お話しし

た契約期間、それによって投資回収の時期、民間企業にとっては

何年でそれが回収できるのか、赤字にならずに済むのか、赤字に

なるのか。赤字になるのだったら応募してこないでしょうし、そ

のバランスが重要になってくるのかなと思っています。実は９月

末に私がいる横浜で横浜市が持っている旧第一銀行の運営者を決

定するコンペみたいなものがあったのですが、最終的に賃料が高

過ぎたということがありました。2,000平米くらいの建物で月間

200万円くらい払うという条件だったのですが、応募してきたのは

ブライダル系の結婚式場の会社、撮影とかのロケハンをやる会社

とか、１個だけアート系の施設が応募したのですが、結果として

は誰も選べなかったです。要は１年間誰も運営できない状況にな

ってしまった。非常に悪い事例ですけれども、そういうことが起

きないようにきちんとバランスを取ってあげることが重要なのか

なと思って聞いていました。ありがとうございます。 

 

椿です。発言をよろしいですか。 

今の長田委員がおっしゃったことに全く同感なのです。指定管

理は実は京都府でも新しい施設、アート＆テクノロジー・ヴィレ

ッジというものを計画しているのですけれども、それに関して指
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定管理をどうするというのは非常に難しい問題で、結構うまくい

かないのです。なぜ指定管理がうまくいかないかというと、やは

り一番大きいのは当事者間が譲り合いをしてしまって動かなくな

るのです。はっきり言うと、お互いが野球でいうポテンヒットの

ような形で、誰も得しないのです。みんな遠巻きにしているとい

う非常に行政あるあるな感じになるので、それを超えてアーツ千

代田 3331が民設民営でここまで運営してきたというのは、実は大

変イノベーティブだし、新しいことを生み出したと僕は思うので

す。いろいろなことをここで生み出されているのですが、生み出

された新しいものに対しての評価が非常に冷たいのではないかと

僕ははっきり思うのです。というか、無関心というか。我々が見

ていると、これはもう他所ではなかなかできることではないです

し、これが実現していることだけでもすばらしい成果だったなと

思います。それは地域の方々の声を聞かれればよく分かることで

す。我々も京都でアーティストフェアというものを運営しており、

今年で６年目になります。必死に協賛を集めて、年間1,000万出さ

れているとおっしゃるのですけれども、京都府は3,000万出してく

れているのです。3,000万出した上に、僕らは4,000万を超えるお

金を企業協賛で集めて回るのですが、それをふるさと納税という

形で京都府が協力してくれて、企業さんへは９割戻るのです。だ

からそうやって官民学一致協力して未来のために何かしないとい

けないという情熱を感じるのです。その辺りを千代田区さん、ま

ずこれだけやってきている実績に対しての評価をいただきたいの

と、指定管理５年というのでは、もう４年目になったら次のこと、

企画にもしっかり取り組めないので、その辺りも含めて、周りに

いっぱい幸せになっている人々がいるのですから、ぜひ契約期間

５年は見直されたほうがいいかなと思います。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、服部委員、お願いいたします。 

 

服部です。よろしくお願いします。 

今の契約期間の話、私も長くすることに賛成なのですが、最初

の疑問は、５年ごとに替わるときに、今回も調査・設計で２年か

かって、さらに工事で２年かかる、その４年間をどうするのだと

いう感じがすごくあって、今の事業者を選定するのも早めにやる

といっても、早めにやって決まった事業者がその間をやるのか、
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今までやっていたところが継続してやるのか、そういうことにも

全部つながってくると思います。私はアーツ千代田 3331の立ち上

げから関わっていたのですが、今回の構想は、基本的にそんな大

きな変化はないですよね。だからその基本構想を実現してきた実

績が12年くらいあるわけですから、そういうことを今、椿委員も

評価すべきだとおっしゃっていましたが、そういう評価があるの

であれば、もうちょっとその期間の使い方を前もって計画して次

の準備をすべきだと思うのです。それを５年だと言ってしまうと

ぎりぎりになってしまうので、まずは７年10年と長くするという

ことには賛成です。 

それから、施設の内容等についてはいろいろ原状復帰とか学校

の景観を残すとかありますが、文化としては、僕は学校の雰囲気

を残すことは非常に賛成です。特に内容については事業者の意見

を聞いて、それを反映してやっていくと言いますが、事業者が決

まらない限りそれはまた難しくて、もしそうだとしたら今の段階

だったら今までやってきたコマンドＡさんが今までの運営の中で

さらにこうすべきであるという具体案があると思うのです。それ

をできる限り反映して、基本的な施設の内容としてはどこにどう

いうレイアウトで、どこを区切ってとかそういうことではなくて、

基本的なインフラ、これから芸術機材、それこそＡＩやデジタル

という話が出ていましたが、そういうものに対応できる環境を整

えることが大事です。だから電気関係はもちろんのこと、通信環

境をきちんと整えていくことが大事です。今までの活動でさらに

重要になってくるのは、やはり発信能力だと思うのです。だから

発信能力でいえば、案にも出ていましたが、放送局機能を設ける

ようなことも書いてありましたが、そんなことはどんどん積極的

にやって、音とか体を動かすとか、表現する、それから映像とか、

それをつくるスタジオだとか、取材するチームだとか、そういう

ようなことも含めて、テナントが固定化してしまって後ろ向きに

なっているみたいな意見もありましたが、今度の事業者には、そ

ういうところでテナントの組合せをもっとバラエティーを持っ

て、その中での活性化みたいなものを含めて発信力の強い会社が

あるとか、そういう能力を持った人がいるとか、いろいろな意味

で多様性を持ったテナントが集まって、基本構想を実現できるよ

うな環境を整えていくことが一方で重要だなと思います。 

それから、今、費用の問題が出ましたが、確かにただ民間に貸

すだけだったらこんな金額では借りられないと思うのです。私も
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私の学校を改装するときに、旧練成中学校を１年半ぐらい借りた

のですが、そのとき全体で１億5,000万ぐらいかけているし、改装

費も自前でやりましたし、そんなことからすれば確かにある面で

は支援されているということではあるのです。だからこそ内容に

もっと力をかけていただきたいということですが、先ほどからの

話のように５年だとやはりぎりぎり、２年か３年ぐらいになった

ら次にどうするかみたいな話になるので、その頃から次の課題が

提示されて選べていける状況だったらよかったのですが、僕は今

回はいろいろなことが全て遅いな、時間がかかっているなという

感じがして、これは行政としてもすごく考えないといけないと思

います。それから基本構想がほとんど変わっていないわけですか

ら、スピードアップして、革命的に何かまるっきり別の方針を出

しているなら事業体もいろいろ募ることができるでしょうけれど

も、今回は継続性がすごく重要だと思うし、それから事業体だけ

でなく、そこに集って実際に活動してきた人たちを保障するとい

うのですか、そういうことも踏まえて前回小林委員が言われてい

たかと思います。そういう意味で団体選定をどうするこうすると

言っていましたが、その辺の組合せがどうなるのか、どこまで可

能なのか、そういうことも提示していただきたいと思います。 

 

ありがとうございました。 

それでは新井委員、お願いします。 

 

ありがとうございます。期間の問題はいろいろあろうかと思う

のですが、もうちょっと大きな話をさせていただきます。１ペー

ジ目の「はじめに」というところの、ちよだアートスクエア構想

の実現に向けての提言ということで、「新たな文化を発信する基盤

があることから、歴史文化を継承する活動と新しい文化を創造す

る活動を大きな二本柱とした拠点づくりの必要性が謳われた」と

書いてあるのですけれども、今までのお話をお伺いすると、新し

い文化を創造するという活動に関しては十分にされているような

気がしますけれども、歴史文化を継承する活動が非常に弱いので

はないかということが１つあります。 

それから、もう一つ、この場で言っていいのかどうか分かりま

せんけれども、ちよだアートスクエアというのはあくまでも構想

であって、拠点の話ではないはずなのです。つまりあの場所が即

アートスクエアではなくて、幾つもアートスクエアがあってもい
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いはずなのです。 

それから、もう一つは、現在のところであそこ１か所だから、

いろいろな要素を要求するというか、見直してしまう感じがする

のです。やはりいろいろな分野で、つまり今、申し上げた歴史文

化も含めて、もっと複数のアートスクエアができないといけない

のではないかなと思います。ちょっと大きくなり過ぎてしまって、

こんな話をしてよろしいのかどうか逡巡していたのですけれど

も、そういうことをしないと、１か所で千代田区の文化芸術を実

現するというのはあまりにも無謀というか、貧しい発想のような

気がするのです。確かに千代田区は地代が高いところでございま

すので、そうそう広いスペースが空いているところでもないので

すけれども、千代田区だからこその、歴史と文化と教育の町と千

代田区は謳っているのですよね。歴史の部分はほとんど実現され

ていないというのは私の実感でございまして、そういう面ではぜ

ひ歴史文化のほうにも力を入れた形のアートスクエアがもう一

つ、あるいはもっと複数、例えば今、服部委員からお話があった

スタジオで、楽器のスタジオですとかそういったいろいろな新し

い分野に関しての表現も、それを現在の場所に全て盛り込んでし

まうのは、逆に言えば一つ一つが薄くなってしまうという感じが

しますので、ぜひそういう面では複数の構想をこれからお考えい

ただければと考えています。やや暴論で申し訳ございません。 

 

質問が非常に多岐にわたるので全部答えられるかどうか自信は

ないのですが、久保田委員からまずご質問というか、ご意見をい

ただいたところで、学校の面影が残っていて、恩師の方々が気持

ちの上で非常に大切にされているという話でしたり、また気持ち

の上で大切で、コミュニティの拠点になるというご意見をいただ

きましたので、まさしくそういうことができるような施設になる

ように考えていきたいと思います。 

それから、子供達のための事業といったところ、ボイラー室で

音楽関係のスタジオみたいなものができればいいというご意見で

すが、まさしくそこの部分は私も期待しています。施設を見てい

ただくと、どれだけ大きい場所なのかが分かります。ただ、改修

工事で当然給排水や空調の工事をするときにボイラー室をどうい

うふうにどう使えるかといったところを調査し、設計する期間に

なりますので、それもそのまま空きスペースになるのではなくて、

何か設備も入ってくる可能性はございますので、そちらについて
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は検討を進めていきたいと思います。 

それから、メントライン委員から学校活用は大事というご意見

と、あとはユニバーサルデザインであったり、様々なイベント事

業の中で日本語と英語が並列に書いてあるが、急にオール日本語

になってしまうというお話もありました。そういったところは、

観光客が戻ってきていますので、秋葉原に行くたびに実感もして

おります。本当にどんどん観光客が増えているなというところは

実感しておりますので、そういう方々が様々な事業に触れる機会

をどういうふうにつくっていくのか、これは行政だけではなくて

事業者さんと相談しながらになろうかと思いますが、そういった

ところは対応させていただきたいなと思っております。 

あと長田委員からは、非常に重要な示唆をいただいたと思って

おります。初期投資が必要なのが民設民営だというお話を長田委

員からいただきました。計画期間を考える上で減価償却をどうい

うふうに考えるかといったところも含めて考えると、要は初期投

資が必要ということは、お金が必要ということになる。そのお金

をどういうふうにつくっていくのか、どういうふうにやっていく

のかという部分で、損益分岐点をどのくらいで考えていくのかと

いったところにつながっていく話かなと思いますので、その辺り

は検討をさせていただきたいと思います。 

椿委員からは京都の状況を教えていただきました。ありがとう

ございます。トータルとして行政が文化芸術にどういうふうに力

を入れていくのかといった部分でご示唆をいただいたかなと思っ

ております。その部分を、ふるさと納税を担当する部署ではない

のですが、同じ部の中に税務課がございますので、税務課とそう

いった部分がどういうふうにできるのかについてもう一段深く考

えていきたいと思います。 

その後、服部委員からは非常に大きな宿題をいただいたかなと

思っております。契約期間のことを踏まえて、また今までのコマ

ンドＡさんがいろいろ行ってくれた事業についてどういうふうに

継続性を持たせていくのか、あと多様性のあるテナントをどうい

うふうに入れて、そして活性化を図っていくのか、また第１期の

課題としていただいているコーディネーターをどういうふうに入

れて、施設内も踏まえた活性化と地域の方々とどういうふうにや

っていくのかといったところも今回ご示唆をいただきました。ま

た、費用と行政の動くスピードの遅さについてもご指摘いただい

たと思いますので、そこについては何がどうできるのか、スピー
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ドアップが図れるのかというところを踏まえて検討させていただ

きたいと思います。 

新井委員からは、前回もたしか山﨑委員と一緒にご意見をいた

だいたと思います。様々な施設でアートスクエアができないかと

お２人から前回もいただいていたと思います。私もこの規模をも

う一つ、二つつくるのかと思って、前回ちょっと躊躇していたの

ですが、大小という考えではなくて多分気持ちの問題なのですね。

前回も新井委員から内幸町ホールのことをお話しいただいていま

したけれども、要は、アートスクエアはあそこでもいいのだろう

なと思いました。いろいろなところがアートスクエアになって、

様々区内の文化芸術の活動拠点にできるよねというお話なのかな

というふうに考えれば、全部がアートスクエアになるだろうとも

捉えられなくもないなと思います。ただ、全部を１つの業者で管

理するのはとてもではないですけれどもしんどい話になります

し、そのコンセプトを全部考えて、全部統一性を持たせるという

のはちょっと不可能かなとは思います。どういう形で何ができる

のか、区内の美術館とか博物館はミュージアム連絡会という会議

を開いて情報共有を行っています。それも実はうちの課でやって

いるのですが、そういったところも含めてトータルで文化芸術の

施設をちよだアートスクエアと位置づけてしまうのか、それとも

違う形で、例えば今の旧練成中学校だけではなくて、何か区の施

設で文化芸術活動をやる拠点についてはそういう形で考えていく

のか、もう少し柔軟に考えていこうと思っております。 

 

文化スポーツ担当部長の恩田です。 

１つあるのは、今まで幾つかご意見を頂戴して、これから進め

ていくわけですけれども、行政としてのスタンス的にいうと、発

信というところにはちょっと課題があるかと思います。今まで発

信してきて、世界に向けていろいろな形で伝わっているのですけ

れども、私としては伝わったことが区民の方に戻ってきて、区民

の方がアートスクエアでこういうものがあるということをほかの

方から聞いて、千代田区はすごいんだよというような戻り方もし

て欲しいというのがあります。それ以外にもう一つあるのは、区

の施設なので、いかに区民の方々に愛されるか、地域の方を含め

てもう少し広い範囲で、そこを拠点とすると、出前というか、ア

ウトリーチもあるかもしれませんけれども、何かをやっている集

団があそこにいて、それが各所に行って先ほどの様々なアートス
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クエアみたいなイメージができるといいかなと思っています。い

ずれにしても、もっともっと知られてほしい施設ですので、そこ

ら辺のところはここの構想の中に組み込んでいきたいなと思って

います。 

 

発信の問題ではなくて、発信することがなかったということが

問題ということでしょうか。 

 

発信することはよかったのですけれども、受け手が区民である

というのが１つあるのと、他のよそへ発信したものが人づてに伝

わってすばらしいことをやっていることが区民に間接的に伝わる

こともあってもよかったのかなと思って、広がっただけで進んで

しまったような印象を受けているのです。アートの関係の方々に

とっては深く認知されているところを、もう少し身近なところま

で落ちてくるような展開みたいなものがあるとよかったかなとい

うところです。 

 

ありがとうございました。 

いま伺っていて、１つは初期投資や自由度の観点から民設民営

は問題ないだろうと。ただ、年限をもう少し長くできないかとい

うのが１つ大きいテーマであったと思います。 

それから、もう一つは歴史文化の継承というところが弱いこと

は、先ほどもお話がありました。日本は建てては壊してＧＤＰを

上げてきた国です。僕はスウェーデンに２年間住んでいたときが

ありまして、そこでは大体100年前の写真を見るとほぼ変わってい

ないのですが、日本の場合は100年どころか20年ぐらいでどこだか

分からなくなるわけです。とはいえ千代田区ですので、そんなこ

とを言ってもしょうがないわけですが、せっかくある学校のスタ

イルということも大事ですし、新井委員がおっしゃっていたよう

な歴史文化の継承は少し弱いので、それをどういうふうに入れて

いくのかという問題があると思います。 

また、一般的な話ですが、ユニバーサルデザインというか、非

ネイティブの人にもアクセスしやすいようなスタイルをどう設け

ていくのかというような辺りをどう盛り込んでいくのか、それか

ら契約期間の問題等は区の中でもなかなか難しい何かがあるのか

もしれないので、ちょっと検討していただくといいのではと思い

ました。 
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それでよろしいですか。何かあればお願いします。 

 

私も久保田委員の後輩で同窓生なのですが、やはりあの建物で

卒業した世代は同窓会をやってきてすごく懐かしがるのです。先

生方もそうです。あれが残っているねということで、そういった

意味では先日のアートフェアに行ったときに、多分区内の人では

ないと思うのですけれども、何人かに聞いて、こういう水飲み場

だったよねとか、職員室にああいう黒板があったよねというのを

２、３耳にしたのです。訪れる方がそういうふうに言って懐かし

がっている。そのことは僕もすごく大事なことだと思っていまし

て、もう一つこれが何十年もたったときに、今の小学生やそうい

う人たちが昔の学校ってこうなっていたんだよねというのも大事

かなと感じたので、それは久保田委員と同じように学校としての

形態が残せるところは残してもらいたいなと思います。ただただ

便利だけでいくのではなくて、若干不便でも残すべきところは残

してもらったほうがいいかなとは感じました。 

それと32ページのスケジュールなのですけれども、前回までは

令和８年度は予備年だったと感じているのですが、今まで工期を

短くしてくれとお願いしていて、長くしてくれとお願いしたつも

りはないのですけれども、これはどういうことですか。 

 

工期の件でございます。前回までの説明とちょっと違うのでは

ないのというご指摘だと思いますが、大体おおよその年次のスケ

ジュールで記載させていただいております。役所の予算を立てる

ときはどうしても年度で区切るといった部分がございます。もち

ろん、作業や工事を短縮できるようであれば、区としても早めの

再開を目指し行きたいのですが、現時点ではこういうスケジュー

ルで記載させていただいております。ご理解をお願いできればと

思います。 

 

それに関しまして、前段でアート活動そのものはアートスクエ

アという拠点がなくてもできるという話を僕はしたかと思うので

す。令和４年度から令和５年度に次期事業者の選定を行いますね。

この32ページからいくと、次期事業者による運営開始が令和９年

度になっているというのは、例の文化芸術プランの整合性がない

まま工事に入ってしまっているわけで、これはごめんなさいと言

うしかないというところなのでしょうけれども、その間に例えば
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調査・設計の段階で使えるところは使えるということであれば、

アート活動は業者が決まった時点でそれなりに活動できるのでは

ないかと思っていまして、それもちょっと考えていただけないか

なと思っています。 

 

ありがとうございます。まさしく調査・設計のときには施設は

使えますので、選定して次期の事業者が決まりましたら、当然区

内での活動も視野に今のところ考えています。どういう形ででき

るのか、これについても新しい事業者さん次第ではあろうと思い

ますが、そういったところも考えていきたいと思っています。 

 

それと前回の委員会で意見を述べた28ページですが、いろいろ

な意見が出たのを一応こちらのほうに交流活動だとか発表活動が

できるという表記がされています。あの後、僕が感じたのは、今、

3331でドレミの丘というボランティアで高齢者の方が活動してい

ますね。あれは週に一回やっていますね。これから先、団塊の世

代が75歳以上になります。そうすると高齢者が増えますね。うち

の町会でもドレミの丘に出席している方がいるのですが、それ以

外はほぼ家の周りを掃除するか、そんな程度で活動していないで

す。80代の方でもすごく元気な方もいますし、70代でも杖をつい

てよぼよぼ歩いている人もいるのです。カフェの話を前回ちらっ

として、もともと3331にはカフェがついているのですけれども、

それとは別に高齢者の井戸端会議というか、老々カフェみたいな、

老々サロンみたいな、そういうものがあれば、例えばお茶とかイ

ンスタントコーヒーとかをサービスできて、行けば誰かいるとい

うような施設があるといいと思います。うちの地域では、区民会

館に社協が入っていて、そこはサロンがあって誰でも行けるよう

な状況です。そこまでは行けないような人たちが、もし旧練成中

学校まで行けるようなことがあれば、出かけていくのではないか

と思います。あくまでも思いつきだけの話なのですけれども、そ

こをボランティアの元気な高齢者、そういう人たちが何らかの形

でシフト制を取ってもいいだろうし、ボランティアとしてお相手

をするというようなものができれば、100年時代ですから80でも90

でも元気な方が多分これから増えるかと思うので、そういうとこ

ろでマンパワーを役所が使わないでできるようなことができたら

と思います。ふらっと井戸端会議的に、今日は誰とも話していな

いからちょっとあそこに行って誰かと話そうかとか、そういうよ
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うな施設ができればいいなと思いまして、我々もそういう方向が

できないか努力はしますけれども、役所のほうでもそういう形で

何かできないか考えていただくと、これから先元気な年寄りと少

し元気ではない年寄りは行けるかと思うので、ちょっと考えてい

ただければと思います。 

 

今の小林委員のお話を受けまして、私は六番町の町会長もやっ

ておりまして、町会ではふれあい広場というものをやっていまし

て、今、小林委員がおっしゃったようなことをやっております。

少し元気なお年寄りが町会の役員でございまして、もうちょっと

元気ではない人が集まって、コロナのときずっとふれあいサロン

を中止していたのですけれども、ついこの間予備会議と称してテ

スト的にやりましたら、非常に期待されて、多くの方がいらっし

ゃいました。ただ、それではあそこにそういうサロンがあって、

うちの町会の人が行くかというとちょっと行かないかなと思いま

す。 

あとちょっと話は違いますけれども、区民の人たちのためにい

ろいろなことをやるというのがあるのですけれども、実は先月、

私は日比谷図書文化館で「生誕150年を迎えた千代田ゆかりの三人

の文豪たち」というテーマで講演をさせていただきました。区民

割もやって区民の方をなるべく集めてと思ったのですけれども、

区民の方は大体２割くらいしか来ないのです。千代田区のゆかり

だからということでなるべく区民の方にそういうＰＲをしたいと

いう意見を持っていたのですけれども、やはりなかなかそういう

ふうなものは難しいです。だから逆に言うと、そういうことも含

めて千代田区から発信するというスタンスで考えれば、区民の人

が２割だろうと１割だろうと、むしろ発信ができてよかったなと

思うのだろうと思うので、そういう活動もこれからも続けていけ

たらと思います。 

もう一つは日比谷図書文化館で10年くらい「日比谷オペラ塾」

をやっておりまして、これもやはり区外の人、都外の人も随分集

まって毎月１回やっていたのですけれども、そういうような形で

区民の人に向けながら区外の人にも発信していくというのが文化

の伝わり方ではないかなと思っております。 

 

ありがとうございます。 

長田委員、お願いいたします。 
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服部委員  

 

 

ありがとうございます。長田です。 

今、お二方がお話しされていた内容に関連するのですけれども、

外部から観光客なのか、要は区民ではない外側の人たちが来るよ

うな強い集客的な魅力を持った施設と、地域の人々が集まってと

ても親しまれる施設というのは根本的に方向性が違うのではない

かと考えます。シンプルに言ってしまえば、その両立は非常に難

しい。千代田区さんが両立を求めるのは分かるのですけれども、

現実的にはとても難しいのではないかなと思っています。どちら

がいいということが言いたいわけではなくて、施設の方向性とし

て一体どちらを狙うのかというのは、計画全体を考えたときにど

ちらか明確にしたほうがいいのではないかなと思っています。過

去、美術館ですとか芸術文化施設の計画をやらせていただきまし

た。とある施設は全国的に知られている美術館になっており、全

国から人が訪れる、非常に小さい人口６万人ぐらいの町の施設で

したが、全国で知られている施設です。ただ、市民の美術館への

来場者数は年間大体５％～６％くらいしかないのです。その程度

の人しか美術館には来ていない。ただ、その町にとっては美術館

が存在する、みんなが知っているというのが非常に大きな誇りに

なっていて、市民、地域の人々の来場者数としては非常に少ない

けれども、誇りになっている。その美術館は外から人を呼ぶこと

を第一の目的につくったので、そういう点では成功している、誇

りになっています。それと同時に、市民の人たちが先ほどお話し

されていたように美術館に何となく集まってくるとか、イベント

があれば参加する、ボランティアとして定期的に活動されている

みたいな関わり方をしています。そういう方向性を狙うのか、外

部からも来てほしいけれどもそこまで強い集客能力を持っていな

くて、どちらかというと区民の人たちに親しまれる、愛される、

区民の人たちが集ってくるみたいな方向性を狙うのかは徐々に明

確にしていったほうがよりおもしろい施設になっていくのではな

いかなと思っています。 

 

ありがとうございました。 

服部委員、お願いします。 

 

今のお話がありましたが、最初のプランでは、千代田区の特性

として昼間人口と夜間人口がすごく違うということに注目してい
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ました。それから、大使館もあって、観光客の問題もあって、そ

の人たちを目的にはしないけれども意識しなければいけないと思

うのです。先ほどの75歳を超える人はどんどん増えていくという

話では、せっかく集まるのであれば、それこそ先ほど歴史の問題

も触れられていましたが、聞き取りをしていくとか、いろいろな

体験を見える化していくというか、そういうことといろいろな行

事も組み合わせていくような企画があるとさらに、集まること自

体が目的なのだけれども、その中にもうちょっと若年層も含めて、

インタビュアーも含めて、そういう交流も生まれるのではないか

なと思いました。 

それから、先ほどのアートスクエアの、あそこだけでなくても

いろいろ役割を担えるというお話がありましたが、私もそう思っ

て、やはり今のプランは総花的というか、全てトータルしている

から、それを全部担えなんて無理ですよね。だからそれぞれの得

意なところを連携してやっていくようなことがすごく必要で、先

ほどミュージアム同士の連携もあるとおっしゃっていましたが、

例えば歴史だったら江戸歴史博物館とかありますね。そういうと

ころとの連携もあり得るでしょうし、麹町はすごく離れていると

いうか、あそこまで情報が伝わっていないという話もありますか

ら、そういう文化を引き出していく、そういう中で交流が自然に

生まれるような方法があると思いますので、その辺はアイデア次

第だと思うのです。だからあそこだけで全部完結するという感覚

ではなくて、少し役割を分担しながらチームワークを取って連携

していくという構想を中に入れることは必要だと思いました。 

 

メントライン委員、お願いします。 

 

もう一回強く言いたいのは、外国人というのはイコール観光客

だけではなくて、区民にももちろん外国人はいますし、日本語が

できない子供もいますし、あとは留学生もいます。千代田区には

すごく大学が多いから、そういう若者で留学生もぜひ来ていただ

いて、日本の学校文化だったり、それこそ千代田の歴史を体験し

てほしいなということで、加えておきたいなと思いました。 

 

 ありがとうございました。 

時間もそろそろですが、よろしいでしょうか。 

田中委員、お願いします。 
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皆さんすごく熱が入っていて、手を挙げても全く通らないとい

う、すごいなと思いながら感じています。事業の話なのですけれ

ども、私が勤務している東京ステーションギャラリーも６年半の

休館をして工事をしました。既存の建物を残しながら中身を新し

くしていく中で、建物としては壊して建ててしまったほうがよほ

どいいのだけれども、でもそこの建物にある歴史が大事であって、

それを残すという情熱を一致して皆様が持っているというところ

は本当にすばらしいことだと思いました。ただ、安全が第一なの

で、電気の設備であるとか、配管のことであるとか、そういった

ところはどうしても直さなければいけないと思います。それは区

として責任を持ってやっていただくという中でこういう計画が立

ってきたのだなと思いました。やはり拠点があるとないでは活動

のしやすさは全然違うので、代替の施設をこのスケジュールにな

るべく早く入れられるような形にしていただきたいと思います。

ずっとやって来たノウハウのある人たちがそのときの経験をどう

いうふうに建物に生かしていくか、区民の声だって現場で聞いて

いるわけだから、そういう意見がここに反映されることが分から

ないのです。すなわち次期事業者選定がされて、そのまま皆さん

の意見が反映されて新しいところが建っていくのですよというの

は、経験はやはり財産だから、それを盛り込んでいったほうがい

いのではないかなと個人的には思います。 

そしてイベントというのは、企画が潰れるときもありますけれ

ども、企画している展覧会をやってから施設を閉めてくださいと

いう交渉の結果、施設を閉めると決めて２～３年くらいたってか

ら閉めたという経験もあります。今でも２年先のイベントが決ま

っていますし、例えば１つのイベントをやったときに、関係者が

できるといったときにいいお話が来るのです。それをつなげてい

くには、今年終わって来年からやるかどうか分かりませんという

状態だったらお話の持っていきようがないので、５年でばっさり

切れて次というのはちょっとどうなのかなと思います。事業者と

しては非常にやりにくいし、それが成果を上げてきていると思い

ます。きちんと成果を上げてきて、それであってなおかつ信用さ

れていない。例えば契約社員であっても、５年たったら正社員に

なるのに、いつまでたっても千代田区の仲間ではないみたいな形

では、皆さんが評価しているからもっと長くすべきだというお話

が出ているのだと思うのですけれども、もうちょっと契約の在り
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小林委員 

方については、本当にイベントは仕込みに時間がかかるものなの

で、何とかなるといいなと思います。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

岡田委員、お願いします。 

 

お疲れさまです。参加させていただいたので、少しだけ意見を

述べさせていただきますが、多くの議論が出たので特段申し上げ

ることもそう多くはないのですが、２点だけ。 

これまで12年間の収支報告についてお話がありましたが、数字

をご覧いただいたとおりで、実にコスパの高い事業が全国に先ん

じて民設民営、ＰＦＩという形で実践できたことは誠に喜ばしい

というか、誇るべきことが起きたのだろうと思うわけです。一方

で、地元の認知度がさほど高くないとか、現代美術に偏り過ぎて

いるのではなかろうかというような、高い評価があれば必ずネガ

ティブな評価もあるものですけれども、いろいろなお声があると

思います。これは１つ御提案ですけれども、いい機会なので、ぜ

ひ客観的な評価を外部業者などに委託されて、何が優れていたの

かみたいなことを評価なさってはどうかなと思います。それぞれ

のお立場の実感や感覚でもってあそこはすごい、ここはすごい、

あるいはそうではないという声がこの12年間常に行き交っていた

ように思いますので、ぜひ客観的な評価をされることをお勧めし

たいと思います。 

もう一点は、民設民営で今後も行くのだということで、そのこ

と自体は大変よろしいのではないかなと思います。ご意見にもあ

りましたが、なるべく長期間でということなのですけれども、そ

れについては私もおおむね賛成なのですが、幾つかの他の地域で

のこういった文化団体で時々起きることなのですが、ディレクタ

ーなり責任者なりが病気になったり、急逝されたりして事業継承

がおぼつかなくなったり、継続性が担保されないケースがままあ

るわけです。その辺のところはやはり厳しく問うたほうがいいで

すし、体制をどういうふうに設計されるかみたいな問いかけかも

分かりませんが、それは非常に重要で、割合漏れ落ちがちなポイ

ントだと思うので、その辺も次回公募に当たっては必要な観点か

と思いますので、申し上げておきたいと思います。 

 

これは文化振興課に言ってもしょうがないことなのかと思うの
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ですけれども、今日すごい熱量で皆さんの意見が出ていますね。

これは当然委員会、議会に行くわけですね。僕は何回か傍聴させ

てもらっていまして、直感的な感想としては、議員の先生たちは

全然熱が上がっていないという感じがしていまして、もしかした

ら間違っているかもしれないのですけれども、これだけの熱量を

持ってこのことに関して議論していることを何とか伝えてもらい

たいというのを無理を承知で言いたいです。なかなかアートに対

して区民が興味を持たないというのは現実ではあります。だから

といってやめてしまったら、ますますアートの感覚を養えないと

思います。ちょっと余談になって申し訳ないのですけれども、服

部委員の学校が、御茶美さんが１年半来ていただいて、あれも地

域としてはすごくよかったです。アートのアの字もなかった地域

に服部委員の学校が来てくれて、発信してくれたことで、あ、ア

ートというのはこういうものだというのを地域が感じ取った。ど

こまで理解しているか分からないけれども、感じ取れて、そこで

コマンドＡさんが入ってきているからアートはすごくいいものだ

よねという感じはあったので、それはすごく大事だと思うのです。

だからそれを、期間の問題だ、工期の問題だといろいろあります

けれども、やっていかないともっと駄目になるという感覚は必要

だなと思っています。僕も現代アートは全くあれだったけれども、

御茶美さんが来て、コマンドＡさんも来て、現代アートを見るよ

うになりましたから、それは環境の影響だとは思いますので、そ

の辺も含めてこの熱量を議員の先生方に伝えていただいて、何と

か期間と工期を最低でもお願いできればと思います。無理な話で

申し訳ございません。 

 

本当に皆さん、ありがとうございました。この熱量をできるだ

け私も委員会の中で、区議会の常任委員会、地域文教委員会とい

うのですが、そちらの中で議員の皆さんに伝えられるように努力

したいと思います。また、契約期間について今回本当に皆さんか

らいろいろなご示唆に富むお話をいただいたと思っております。

そこについてもどういう形にできるか今のところ何とも分かりま

せんが、５年間と凝り固まらないで、もう少し違う形のものがで

きないかというところについては検討をしていきたいなと思って

おります。 

 

たくさんのご意見、期待の中で、また制約も見えてきた感じも
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しますが、ぜひこれの更新等をお願いしたいと思います。 

それでは、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

 

今後のスケジュールについてご説明をさせていただきます。次

回が第４回推進委員会となりますが、来年の１月中旬頃に開催を

予定しています。その後、２月中におよそ３週間程度の期間を設

けて基本構想についてのパブリックコメントを実施したいと思っ

ております。そして３月頃に第５回の推進委員会を開催して、基

本構想の策定を完了するというスケジュールで考えております。 

次回の会議日程については星野委員長と調整しまして、別途ご

連絡させていただこうと思います。 

なお、次回の会議にもちよだアートスクエア評議委員の皆様に

ご出席いただく予定です。 

 

それでは、ちょっと難しい課題を残しましたが、ぜひ事務局の

ほうでよろしくお願いいたします。 

それでは、これで第３回推進委員会を終了といたします。 

どうもありがとうございました。 

 

 

－了－ 

 


